





































聾枯沙魚（シュモクザメ） HaI91991cr hcad. （ハンマアヘッド）◎ 
杜父魚（カワヲコピ）Millers thumb.（ミルラアスサアンム）〔注 ヲコピのピはま
ま〕〇






















目啓豪J (-40・魚の部門） （鮫魚（略）鋸紫（略）はこぶか はこわ1.:〕を示している。
Saw-fishは、 今日の英語辞典では、「のこぎりえい」の沢語であり、cf．としてSaw-shark
































s,,ヽIII'919'9. ．s. （スボ ール子ル）牝（メ）魚
Mill,•r.s.（ミルトル）白子ノ有（ア）ル魚〔即チ雄（ヲ）魚）
Tr(Iiuoil.s． （トレ ールノイル）邑堕i （ケイユウ）
Swim.s.（スウヰム）魚（ウヲ）ノ膀脱（バウコウ）
Cod-fish.s．（コ ー ドフィシ）9負魚（アラ）〔注 フィシの「イ」はまま〕
伽1f.s． （コー フ）生洲（イケス）〔魚ヲ畜フ〕
2 3 「魚介」部門のまとめ
s、191'-fis/1 (/)乱IIが「＊コプイカ」でそれがそのまま r 改正増補英語箋jに採り入れられて
いることに注意願う。だが、「改正増補英語oo」では、 なぜ同じ語を二度採用しているの
か、そしてその訓が「＊コパコ」として別訓を付けているのかが問題である。「薩ほ辞密J































大ヒナル蠅（オオヒナルハイ）Flesh-fly.（フレー シュフライ） 0 
録眠子（コガ子ムシ）May-bug.（メー パッグ）0
龍盤魚（イモリ）Newt.（ニュ ー ト） ◎ 
抜虻（ウシパイ）Ox-fly.（ヲックスフライ）0 




就虫（ハラノムシ） ＆lly-wonn.（ペライ ウヲ ー ム） ◎ 
大蛇ノ名（ダイジャノナ）Boa.（ポー ）◎
姦（ウシパイ）Brise（プライジ）0 
蛛網（クモエ）Colnueb.（コプー エプ） ＊ 
鋒蝋（ミッロウ）W,u.（ウエックス）0 
俎（ウジ）Maggot.（メゴット）0 
この 部門で問題になるのは、 姦として掲げたところの 英語である。(Brise.）は今日 の 辞
杏には登録されておらず、『薩限辞掛Jには、（Brize.〕 の 見出しになっていて、 この 両者
も辞書にはない。 TheOxford English Diet如叩yにも(Brize.〕はない。 ところが、 両者の
訳閥が〔姦〕で一致しているのである。 これは代幻E培補英語箋Jが、 明らかに「薩庶酢






















前述もしたが、Brizeなるスペリングは現代の辞書にもThe Oxford English Dictiona巧
にも登録されておらず、 r英和封訳袖珍辞世Jには「Brize.s.馬蝿」とあるので、 それを
受け継いだものであろう。 これは明治4年版の「大正増補 和訳英辞林J (I涯摩辞書J第
2版）、 明治6年版の「哀准 和訳英辞害J (『怪摩辞杏j)にもBrizeとしてそのまま掲載
されている。 ただし、 訳は、「英和匹訳袖珍辞魯」の「馬蠅」ではなく、 r涯麿辞書Jの
「姦Jを使用しているのは当然である。 このBrizeは「和英語林集成J （初版）（2版）
(3版）にはなく、 柴田・子安の「附音挿圏 英和字彙Jにもない。Briscの「s」を「z」










シ」と「7クコウムシ」 そして その漢字としての「荀J と「勾」、「Flesh-fly」の「大
イ）ナル」と「大ヒナル」、「Cobweb」の訳語の漢字の罰I である「クモノアミ」と
「クモエ」の「アミ」と「エ」の相違があるからである。 しかし、「改正増補英話箋jの




国方訂辞典」によれば、 岡山県小田郡、広島県直品郡で「クモエ」、 熊本県阿蘇郡、 佃
前で「クモノ工」と出ており、 意味の上では同じということになる。正しく、 これが方言
であれば、 Rt正増補英語箋」の編者に関わる問題となると思うが、 今後の謀題として措










今日の英栢辞典あるいは、 それに類したものには見出せない翡であって、The Oxford En・
glisll Dicti0ttaryには次のように、説明されている。
Brise. obs.rare (see Quot) 
1616 Surf!. & MARKT. Countr. Farm 92 Afterward let him draw a Brise or two made fast 
-74- (7) 
in the yoke 6〔叩gin. A Brise is a kind of ground that _hath !yen long vntilled) 
1721-1800 in BAILEY. Brise, obs. form of BREESE and BRUISE. 
これを見れば、 両書の訳語が出て来る筈もないものであって、しかも廃語となっているも
のであるから、尚のことである。しかし、「BREESE」を追えば、「あぶ」であり、それは、
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